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天気予報の歴史
一その方法ご技術の変遷一
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　古代の人々は室や雲を注意深く観察して天気変化を予

想しよろとし，中世の人も天気現象を研究し測器を持た

なかったが室・雲・鳥・動物の動きや，植物の様子など

を観察した．ことにたえず風雨にさらされる遊牧の民や

船乗りは天気の変化に注意深く，今の世に天気について

の沢山なことわざ（weather　proverb，weather　prog－

nostics，weather　lore，weather　wisdom）を傳えてい

る．また中国や日本には観天望気の法が古くから傳えら

れて風雷雨雪を占って来たがここでは17世紀以後に発

達した科学的な天気予想法ことに・19世紀の中頃に始ま

った天気図を使弓天気予想法について主にのべよ5一．

　そもそも科学の価値はその法則性にあり，法則の価値

は予想の確からしさにある．しかし気象のよ5に複雑な

現象ではその支配する法則も複雑であり，この法則を見

出すことにわれわれの先人はたゆまない努力を沸って来

た．この苦難の跡を方法と技術の面からたどることに’し

よ弓．

　われわれの先輩達は天気そのものを力学系として体系

作りそれをもって將来を予知しようといろ直接駿法をさ

げ，久米氏（1）が指摘されるよろに蓮続量である気圧や気

温・水蒸気と結びつげて將来を予想しよ5とした．そこ

で流れのもつ乱れの現象を調べる方法としては一点にお

げる現象の変動を見る方法と全体の場の刻々の変化を追

って調べる方法が考えられるのでまず前者について見る．

ことにしよ5．

　1。一点における現象の変動を調べる方法

　17世紀に入って寒暖計や気圧計が使われるようにな

るとやがてこれらの器械が夫気変化を示ずことがわかっ

てきた．そこでこれらの測器を使って天気変化の前兆を

つかもうとする努力がなされ，ドイツのGuerickeは自

宅に備えて観測していた水気圧計を使って］660年12月

6日にその気圧のいちじるしい下降から彊い暴風の襲来

カツト説明左がOpen　Weather－91assで右がSealed
Weatherr91ass（またはThermoscope）（第1図）

を予言した（2）．また1670年頃に作られた水銀気圧計に

は28イソチ（ストーム）・28．5イソチ（多雨）・29イ・

ソチ（雨）・30イソヂ（晴），30・5イソチ（晴続一くL

31イソチ（非常に乾燥）とい5目盛が刻まれたものも

あり（3），気圧計が天気を予知する器械として使われるよ

うになっていたことを物語っている．

　またイギリスの　Boyleが書いた　“Experimental

HistoryofCold”（1683）の中に第1図のよ5なopen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
weather　glassとsealed　weather　glass（thermosc－

ope）が示されており，この名称が物語るよ弓に寒暖計も

当時は天気を知る道具として使われていたようである．

一
そ のほかに湿度計やcamphor　glassもこの目的に使・

われ，降って1846年頃にアネロイドの室食気圧計が発

明されると共にそれが持蓮びや取扱に便利であるために

一般の人々ことに海上生活をする人々にとっては欠くこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　もロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘とのできないストームの予知器として重宝がられ今日に

至っている。

2．全体の場の刻々の変化を追って調べる方法

ユ955年7月

　19世紀に入るとまずドイツのBrandesが雨の研究を

するために1783年におげる萄日の夫気図を1820年に

作り，次には］830年頃からしばらく流行したストーみ

の法則を研究するためにアメリカのRedfield（1831）

やEspy（1841），Loo血is（1843）等によρて船の航海

日誌や郵便で集めた毎日の観測資料をもとにした幾つか

の天気図が作られた．このようにして沢山の天気図が作

られまたストームの研究が集積されてゆくろちに一刻，

々の新しい天気図を作ることが出来ればストームの来襲

を予知することが出来そろだ一一ということがわかって

きた．しかしこのような天気図を作るためには多くの観

測者による同時観翻とその観測資料の迅速な集牧が必要・

であり，この方法としてはまず1780年頃にフラソスで

Rommeが光線通信を発明した際にLavoisierと共に
その気象事業への使用を皇帝に進言し，後に電信が発明・

され実用段階に近ずいた1842年にドイツのCarl　Kr一
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ei1はプラーグの予報をするために電信を利用して観測

資料を集めるこどを提唱し，1848年には同じよろな提

議をイギリスのJohnBa11が王立協会に行っている（2）．

このよろにして瀧会の気蓮は次第に熟し，まずイギリス

ではJ．Glaisherが1849年6月14日から国内30ケ所

の風向・風力・天気を電信で集めてDaily　News紙に

掲載し（2），アメリカでも同じ年にSmithsonian　Instit－

utionのHenry教授が電信会瀧と交渉して各電信局が

旬朝“OK”を出して故障のないことを知らせる代りに

当日の天気を晴，くもり等として邊ってもら弓こととし

各地の天気を集めだした（4）．またこれらの資料で天気図

を作る試みは］85コ年9月1］日から11月］1日までイギ

リスで開かれた大博覧会のおりにElectric．Telegraph

Companyが毎朝9時の観測資料を国内24ヵ所から集

めて図に記入しそれをリトグラフ印刷にして一部一ペニ

ーで売ったのが最初であろう（2）（3）．これに刺戟されたオ

ラソダのユトレヒト大学の教授Buys　Ballotは1852に

欧州24ヵ所の観測にもとずいた彼独特の天気図を作っ

ている．

　このようにして気象観測網からの資料を電信で集める

ことによってストームの来襲を予知し各港に警告を発し

よろとする仕事はまず1860年にオラソダではBuys

BallotによりフラソスではLe　Verrierによって始め

られ，イギリスでは翌1861年にFitz　Royによって着

手され，これに続いて他の多くの国々も海難防止のため

に気象事業をおこすことになった．

　さて天気図を使った天気予報については1858年に
一
H
e
n ry教授がアメリカソ・アカデミーの席上で一朝

の天気図でシソシナティー市が雨になっている時はその

夕刻にワシソトソが雨になるということを充分な信頼度

で言ろことができる一とのべたのが最初であろう（5）．

このよろにして綜観気象学の先頭を進んでいたアメリカ

も1861年に南北職雫が起ったために残念にも約］0年

間の室白時代を持つことになり指導的立場からは落ち，

やっと］869年9月になってCleveland　Abbeがシソ

シナティーで州のための予報業務を始め，1871年1月か

らは通信隊に移って国家としての予報警報サーピスを始

めている（6）．他方イギリスではFitzRoy提督が］859年

に・一ヤル・チヤーター号を難破させたストームの天気

図を作って研究している間にストームの予想や天気予報

を行弓ことを決心し，周囲の反対を押切って予報警報サ

ーピスを始めた．しかし彼が］865年に亡くなるとすぐ

にこれは中止されてしまったが王立協会は世論の激しい

反撃にあって暴風警報は2年後の1867年12月にまた

予報は1879年になってやっと再開された．またフラソ

スでは1854年に黒海で軍艦アソリー四世を失わせたバ

ラクラバ・ストームの調査に端を発して］856年には観

測通報業務が始められ，　1863年8月からはi翌日の予報

2
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が出されるようになった．

　この予報の名称としてFitz　Royは当』初にラテソ系の

prognosticといろ言葉も考えたようであるがそれには

予言とい5意味も幾分含まれているので科学的方法によ

る予想であることを張調するためにprobableまたは

forecastとい5アソグ・・サクソソの言葉を使い，

forecastとはpropheciesやpredictionsでなくて科

学的な操作や計算の結果出てくる意見であると定義を考

えている（6）（7）．アメリカでも1871年の当初にはdaily

probabilityと称し後になってindicationからfore一
　　　　　　　　　　　　　●
castへと変ってきた（8）．

　Fitz　Royは天気図についても定義を与え，室間から

北大西洋を見下すごとく同じ眺めを一定の時間間隔で見

ることにより場の状態の適続変化を知ることができるよ

うに，大気の連続した同時状態を表わそろとしたものが

synoptic　chartであるとした．また彼はこの言葉を採

用した後にsynchronousの方がsynopticより適語だと

いう意見もありそれをしばらく採用してみたが地磁・気の

方では世界中の同一地方時に行5観測にsynchronous

という言葉を使っているのでこれとの混同をさげて再ぴ

もとのsynopticを探用したという話である（7）．

　ところで今一度考えなおしてみると気圧分布や擾乱系

を示す天気図を使ってストームの接近を予知し暴風警報

を発することは等圧線と風の関係が理論的に成立つため

に問題はないが，天気予報にあっては天気図から將来の

気圧配置を予想する第一の過程とその結果に俘ろ最も可

能性の多い天気状態を予想する第二の過程をえなげれば

ならず，この第二の段階において予報者は一つの考察の

飛躍と冒瞼をしなげればならなかった．はたして低気圧

の付近で雨が降るかまた高気圧の中で雲がないかという

ことの判断は天気図からだげでは得られない複雑な色々

の要素を含んだ問題である．また高度に進歩した仕会機

能は漠然とした天気の可能性を知らされることで満足せ

ず，刻々の天気変化についての適確な予想を強く要求す

るよ弓になっている一たとえそれが理論的には困難で

あろ弓ともとにかく彼等が必要とするために．

　このようにして予報技術者は一般の人々や学者にはと

うてい理解されないであろう苦難の十字架を担ろ蓮命と

なり，予報が当ればそれは当然な職務の履行であるとみ

なされ，はずれれば月給泥捧とののしられる不遇を耐え

なげればならず，また暴風警報の失敗から世の無責任な

批判と攻撃をうげて死を覚悟した純良な予報者もかなり

あったであろろ．これらの間において予報技術の精度を

向上させるのに彿われた幾多の気象技術者や学者の努力

の跡を訪ねることにしよう．

　1．1860年代（万延元年一一明治2年）の予報技術，

　　　（暴風警報業務の発足）

　天気図を作ることによづて何とか実用になる程度のス

”天気”　2・7
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第2図　Abercromby・の作った等圧線型の天気の関係図

トームの警報と毎日の天気予報を出そうと努力していた

テスト期聞なのでストームの研究，観測法の国際的統

一
， 通信網の充実に主力が注がれた．当時便われていた

概念の主なものを拾えば一

　（1）　（武気は束へ移る），天気図をみる時の最も基本

　　的な考えである「天気は西から束へまたは南西から

　　北束に移ること」は］747’年の月蝕のときにB．

　　Frankliハが．発見したこととなっている（9）．

　（2）（ストームの検出法），海上の気象観測賛料を利

　　用出来なかった当時としてはストームの中心位置を

　　決めるのに「風向に向　て右方へ直角な線を引くとそ

　　れらは大体一つの地域に集まるからそこを暴風の中

　　心とする」方法が用いられ，また浩岸観測所の気圧下

　　降や風速が大きくなったらすぐ警報を出すという実

　　況にもとずいた警報の発表法も多く使われた（7）．ま

　　たオランダでは国内の四隅に設けられた四観測所問

　　の気圧耶年差の差を使って暴風警報を発表した（一〇）．

（3）　（天気図上の気圧波），天気図上を南北にうねる

　　等圧線の波を気圧波として見出しているがその機構

　　についてはわからず，また予報に使うまσにはいた

　　ってない（7）．

（4）（寒暖気流の衝突と前線理論のめぱえ），極気流

コ955年7月

　　（polar）と熱帯気流（tropica1）の巾広い大きな流

　　は常にほぼ反対方向に流れており，地上近くでは隣

　　合せまたは耶行になっているが，重なっている時に

　　は色々な方向に交叉しかつ多少の衝突または混合を

　　起している．また極気流は地表に浩って前進し，熱

　　帯気流は上層から接近する．これらはドーフェ流の巳

　　思想酉あり・ビヤークネスー汲め極前線理論の芽は

　　この時すでに成長しはじあていたわけである（7）．

　2．1870年代（明治3～12年）の新予報技術

　　　（暴風警報業務は実用段階に入る）

　技術的にはあまり大きな発展がないが気象事業の国際．

的性格をまし，観測資料の国際的交換と通報の組織が充

実した．また大西洋の作る資料の室白を補ろためにアメ

リカで発表した暴風警報が1866年に完成された大西洋

横断海底電信でアラソスやイギリス1と逡られて予報や警

報を作る参考とされ，特にフラソスでは大西洋を西に向

った汽船が途中で遭遇した暴風についての情報をワシシ

トソから電信で邊ってもらい参考資料とした．

　5．1880年代’（明治15～22年）め新予報技術

　　　（気圧配置による天気予報法の兜成）

　この時期においては天気予報法がいちじるしく発達し

た．Abercrombyは天気とは高気圧や低気圧が一地点を

3
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1、　　通過する時の産物であるという考え（11）から出発して気

眠　　　圧系と天気の関係を調べ，第2図a～dのような等圧線
誉
，

li｝　　　型とそれらに俘う天気分布の関係を発表し（12）・またイ・ギ

ザ　　　リスを中心とした四つの主な気圧配置を選定してそれに

し　　F特有な天気変化の性質を記述した．この気圧配置は南風
ゼ

纂，．　　型（第3図）・西風型・北風型・東風型で，それぞれの
ト

鉾　　　風が卓越するよ5な気圧配置であり，われわれが今日も

1む　　　使っている東高西低・南高北低・西高東低・北高南低の

1、．気圧醐にそれぞれ相射る・この謙力廃表され塒

1・　　　にArchibald教授は「これまで小生が開いた論文のろ
レヌ

1　　　ちで最も優れたものであり，気象学の正しい方向への目

1　　　ざましい躍進であり，かつ將来の気象学があるべき姿を

践　　　示すものである」と絶讃した．
ド　FitzR．yの購こ気圧波として認められたものはこ

ト
　　　　の頃にトラフの概念となり，第2図aや第4図のよ5に

　　　　気圧の読みの最低値を結んだ線として規定され「低気圧

”　　　のトラフが通過すると気圧は昇りだし，風は俄雨を俘っ
ぎ

l．　　て突風的であり，室気は冷たくなり，雲の切れまが現わ
1　　　れてやがて晴れる」とAbercrombyはのべている（12）・

1　　　　！889年すでにスエーブソでは番号をつけた天気図114

　　　　枚を一組として各鉄道駅や港に配布し，電信でその番号

　　　　を邊ることによって毎日の天気状態を知らせていたこと

1』、．　　　は類似天気図の実用とい弓点で興昧がある（13）・

1　　　　4．1890年代（明治23～32年）の新予報技術
1、　，（地上天気図による予轍術の一応の鍼）

1　　　　］873年のウイーソ国際気象会議で高山観測所の建設
トい 1
．
　
　
　 が勧告されて1870年から80年にかけては沢山の高山観

1．

｝・　　・測所が作られ，1880年代にはBlue　Hi11で雲の運動と
、　　　天気や気圧系との関係が調べられた結果として1891年
／のミユソーソ国際気象会議　世界各地での厳の観

o

象
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第3図　南風型気圧配置Feb．
　　　　26th，！874・
　（日本の束高西低型と同じ）

0．0

測が決議されている．パィロットバルーソは1890年頃

から各国で使われるよろになり，凧は1896年のパリー

国際気象会議でその研究が勧告され・soundingballoon

は1894年から仏・・独・露の各国で一定日毎の国際観測

を行5よ弓になった．このようにして研究の大勢は自由

大気へと向けられ，この結果として、L暦気流の状態を

予報の資料として使ろよ5になった・またM611♂や

K6ppenは地上の気圧と気温から高層の気圧を計算して

高暦の等圧線を描くことにより推定された上暦気流を予

報に使おろとしたことも意義が深い（14）・

　早ば？などの農業対策として長期予報がアメリ、カやイ

タリーでとりあげられるよろになったのもこの頃であ

る．

　まずこの頃の主な新しい予報技術を短期予報からのべ

よう（14）（手5）・　　　　　　　　』

（1）

（2）

　み，

（3）

ストームの進行についての蓮動学的な外挿法．

ストームは低温域のまわりを左に見な．がら進

それよりわずか内側へと入りこむ傾向がある．

ストームの北や東側に高気圧があれぱストーム

　　　も
　　　　虞　5
　　　　、

　　　　　亀o

　甥6
　　　もh
299　　　　　1
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・第4図　トラフ

ザ

　の動きは遅くなり，反対に甫や南東側に高気圧があ

　る時は最も早く束へ進む．

（4）　ストームは上暦雲の一般方向に流される傾向が

　あり，上層雲はストーム周辺に卓越する大気の一般

　方向を示す．（指向流の概念）

（5）異常な速さで上層雲が流れる時には天気の変化

　が激しく，ストームの進行速度も早く，また雨や天

　気・寒暖の変りが頻繁eある．（ジェヅト流の経験

　的認識）

（6）12時間と24時間の気圧変化図を：使ってストー

　ムの発達や進路を予想した．　（現在でも発達を見る

　　　　　　　　　　　　にはイサロバールが主に使

29・y
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　　　　　　　30」

　ご　　　多
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Feb．25th，　1865・一

　われている）24時問の気

　圧変化量が］2時間の変化

　　量の2倍よη大きい時に低・

．気圧は衰弱する．

　（7）甫西から近ずく低気圧

　　は確、実に雨をもたらし，北

　　西から近ずく低気圧はほと

　　んど雨を・伴わないかあって

　　も少量．である．またトラフ

　　状の低気圧は確実に雨を件

　　う．

次に長期予報についての方法

は

　（1）　気圧97日週期・その

　　山や谷はシカゴから経度に

　　して10慶束にあるワシン

　　トンや17度東にあるボス
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第1表天気を支配する乱れとその取扱い方法

擾乱の大きさ

その主な種類

検出方法

発達と移動の
　　’予想法

5×1・8cmlコ・8cm

惑星波
－高気圧

低気圧
台　風

天　気　図

107cm

前線
地形性
高低気圧
豆台風

コ06cm

積乱雲
大積雲
トルネー
ドー

　レーダー一1

シノプティツク●’メソード運動学的方法
と蓮動学的方法　　　　　　　　？
数値予報

　　　トンではシカゴよりもそれぞれ1日2日後に起こ

　　る（1β）．

　（2）　気圧や気温の30日週期（17），その他の長週期（18）・

　（3）異常な気象状態は見かけ上一所から他へとゆっ

　　くり移ってゆく（18）．

　（4）高低気圧のpermanent　areaの調査（18）．

　5．1900年代1910年代（明治35～大正8年）の

　　　新予報技術（無線電信の利用開始）・

　1897年にマルコニーが発明した無線電信が実用化さ

．れ」905年から1910年頃にかげて洋上の艦舶が観測し

た気象資料も天気図の作成に使うことができるよ5にな

り，従来予報や警報技術の進歩をさまたげてきた洋上の

空白を満たすことができるよらになった、しかしこの結

果として地上観測に関する限りではいくら観測所の数を

糟しても予報や警報の精度はあまり改善されないだろろ

ことがわかったの’で残された分野である自由大気の気象

変化と高低気圧の構造を明かにすることに望みを抱くよ

ろになった．また1914年に火蓋が切られた欧州大戦と飛

行機や飛行艦の実用は高層気象の研究に拍車をかけた．

　1904年にほV・Bierknesが「大気の初期条件をでき

る限り完全に近く表現し，大気蓮動を表わす動力学的・

熱力学的方程式を積分することによって天気予報は数学

的決定の間題となる」とする見解から動気象学のプ・グ

ラムを発表したことはこれに続くノー一ルエー学派を中心

とした理論気象の発展と第2次大職後の数値予報と関連

させて注目すべき第日歩である．

　また］910年前後には低気圧波動論のもととなる低気

圧の発達と温度場の関係もわかってきた．その主なもの

は（20）

　（1）発達するえトームは顕著な水李温度傾度を伴い

　　ストrムの前面における急速な温度上昇は発逮を意

　　味し，しかも北西側C気温が急速にさがる時には発

　　達が激し）・．

　（2）　ストhムの東側C気温がシヤープに昇るのはス

　　トームが北束に進み発達しつっあることを示す．

　この時期において熟力学そのうちでも大気の垂直安定

度や最大可能降水量の考えが予報に≧りいれられるよ5

になり，雲や降水の物理現象もすこしずつわかってきて

予報技術への大きなバックボーソとなった．

1955年7月

173

　6．1920年代・1930年代（大正9｛・昭和13年）の

　　　新予報技術（前線理論の予報技術としての吸牧）

　ビヤrクネスー派が作りあげた極前線理論にこの20年

間に世界各国から色々と批判されながら次第に天気図解

析技術ならびに予報技術へと吸牧されていった．’

　7．1940年代以後（昭和14年以来）の新予報技術

　第二次世界大職を通じて電子工学と航室機の目ざまし

い発蓬によってラジォゾシデの精度は向上し観測網め充

実と共に高暦天気図の解析が予報技術に欠くことのでき

ないものとなり，レーダーの気象目的への使用は数時間

以内におけるある種の予報技術に決定的な武器となり，

またレーダーや・｛ラソならびに電波高度計を備えた長

距離用飛行機による洋上や極圏への天候偵察と台風偵察

ならびに世界的規模による牢点気象観測船の蓮用は予報

技術をかなわの程度に向上させたことはたしかである．

また］922年にRichardsonが試みて．成功しえなかった

数値予報の簡題も改良された高暦天気図と電子計算機の

使用によって可能となり，順圧モデルから傾匡モデルヘー

と成功裡に進み，予報技術としての実用段階に入りづっ

ある．このよ5にして予報の精度は飛躍的に向上する

はずであるがはたして天気予報も天文唇や潮汐表にわれ

われが対する時に近いよろな期待を將来におい宅抱くこ・

とができるさあろろか？　ストーム警報の信頼度は飛躍

的に培大し，天気予報についてもあまり予期しなかった

ような見込違いは激減され，全体としての予報精度も数

パーセソトは良くなるであろろ．そしてその時に再びあ

る壁に突き当．り，無線電信が実用化されて洋上の気圧配

置がわかるよろになった頃の予報者が昧わったであうろ

よ5な落胆と当惑を感じるのではないであろろか？

　まず大気中に存在する天気を左右するよ，ろな色々な大

きさの乱れを考えてみるとおおよそ第1表のよろに分れ、

る．さて間題とすべき点は雨を降らせたりくもらせたり

する乱れが106～1G7cmの大きであるために寿命時聞も

われわれが必要とする予報期間に比して遙かに短かく，

またその乱れの発生・移動・浩滅を表現しろる力学をま’

だ持たないことである．突風やトルネードーならぴに降

電のよろな現象の予報はいつになったら可能になるだろ

ろか？　高気圧の中で雲が無いことを予想し低気圧の中

心付近で雨を予想するのはただ高気圧の中心付娠では広

範囲の下降気流のためにこの大きさの乱れの存在する可

能性が少く，低気圧付近では一檬な張い上降気流のため

にこゐ大きさの乱れが最も多く集中しているからであ

る．ところが不活濃な前線付近の天気とか均一気団内で

気流が稻牧敏している時の天気を予想する場合ほどろで

　　　　ゆあろ弓か？　予報技術者は恐らくしぶい顔をしながら彼

等がよく使弓「晴たりくもったり所により俄雨」と予報

を書くであろ5．もろすこしは、っきりいえば適確な到断

が下せないというところであろ5．これが天気予想の技
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術がもつ本質的な間題点なのである．気庄配置も李均的

渦度場も李均的上昇流分布も連続的に変っているが雲や

雨は不連続に分布している，降水の予想はall　or　not－

hingであり，一般の予報利用者が行動を決定する時も

多くの場合に決行するか中止するかの二つに一つの選択

である．

　ここにわれわれが再びAbercrombyの昔にかえって

天気図とは何かを再検討，予報技術のありかたを考えな

おそろとする理由がある．

　　　　　　　　　参　考　女　献

（1）久米庸孝：天気の当り外れ．科学24．No．10．

（2）G．V．Elsner：天気図及び天気予報の発達．

　　　科学5．No．67

（3）Encyclopedia　Britanica

（4）The　Meteolorogical　Work　of　the　Smithso－

　　　nian　Institution．Amer．Met．Jour．10．

　　　No．9

（5）W．A．Glassford：Synoptical　Sketchofthe

　　　Progress　of　Meteorology　in　the　U．S．

　　　Amer．Met．Jour．9．No．4

（6）Napier　Shaw：Forecasting　Weather（1923）

（7）Fitz　Roy：Weather　Book（1863）

（8）J．W．Smith：The　Weather　Bureau　in　it菖

　　　Relatiobto　Agriculture．Amer．Met．Jour．

　　　9．No．1

（9）Amer．Met．Jour．6．No・6

（10）Amer．Met．Jour．6．No．3

（］1）R．Abercromby：On　the　ApPlication　of

　　　Harmo耳ic　Analysis　to　the　reduction　of

　　Meteorologica1　0bservations，　and　on　the

　　General　method　of　Meteorology．Q．J．

　　Roy．Met．Soc．，6．No・27

（12）R．Abercromby　and　W・晦rriott：Popular

　　Weather　Prognostics．Q．J．Roy．Met・

　　S㏄．，9．No．45
　　　　　　　　　　
（12）’　R．Abercromby：On　Certain　Types　of

　　British　Weather．Q．J．Roy．Met．Soご．，

　　9．No．45
（］3）Intemational　Meteorological　Congress　at

　　Paris．Amer．Met．Jour．，6．No．10

（14）H．Clayton：Recent　Efforts　towards　the

　　Improvement　of　Daily　Weather　Forecast．

　　Amer．Met．Jour．9．No．3
（15）W．L．Moore：Rules　for　Weather　Fαre－

　　casting．Amer．Met．Jour．10．No・2

（16）H．Clayton：A　Seven－day　Weather　Per－

　　iod．Amer．Met．Jour．2．No．4

（17）H．Clayton：An　Experiment　in’Lonぎ
　　　タ　　Range　Prediction．Amer．一Met．Jour．2．－

　　No．4
（］8）H．Clayton：Long　Range　Weather　Pred－

　　ictions．Amer．Met．Jour．8．No．2

（］9）J．G．　Chamey：Progress　in　Dynamic

　　Meteorology．Bu11．Amer　Met．Soc。，51．

　　No．7
（20）Mc　Adie：The　Principles　of　Aerography

　　（］9］7）

　　　　　　　　　　　　　（中央気象台予報課）

Il”口II””II60”1”II””””””””8”1”1”II”1””IIll”豊1”1””””””””1”ll””1””“”1”1””””””皇”IIl”1”1”1”1”””1””1”1”””1”””””1”””1”””””1”置”1”t

（8頁よりつづく）

　追記：その後大正11年には銚子測候所長大村信之助

君数度の海難に痛心甚しく投水自殺し，昭和29年には

輪島測候所長深瀬克巳君海難の責を負いて水死を途げた

ことあり，また昭和9年9月の室戸台風には阪神地方の

災害殊に著しく政府は臨時議会を召集して災害の復旧と

気象事業の拡張を講じた程であったが大阪支台は警報を

発する機会を逸した．また海L関係で昭和8年］0月屋

島丸沈没事件と近くは昨年9月26日の青函連絡船沈没

また本年5月81日紫雲丸霧中衝突の惨事あり後2者は

まだ海事審判に附せられておるが，災害の責務を論する

ときは予報技術者の職責論となり予報から退いて情報に

留めよ5とする議論も起ってくる．しかし現行法規上に

は予報は気象官署の重大責務で，予報官の各目まで存在

するから篤と強討を要する事柄である．本交を草する所

以もまた，そこに存する．

　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　＊
　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　＊

　　　　　　　＊　　　　　，＊　　　　　　＊　　　　　　＊

6

（18頁よりつづく）山系の北側を通るようになると風下

に当る九州から上海にかげてトラフが発生し1日本は梅

雨に入り，同時に印度はモソスーソに入った．これはあ

たかもジェット流がヒマラヤ山系にそって流される地形

の影響のために高気圧性の渦度が与えられ，渦度保存則

からも期待されるように日本ふきんにトラフが発生し，

高緯度の慶乱と位相が逆になる．しかしもう一つの重要

な間題であるオホーツク海高気圧との関係については，

ジェットの分流，ヨー・ツパのブ・ッキソグ高気圧との

相互作用がこの問題を解明するかぎとなろう．

　　　　　　　　　参　考　交　献

（1）Maung．Tun．Yin，1949：A　synoptic－aer－

　　　010gical　stu（1y　of　the　onset　of　the　summer

　　　monsoon　over　India　and　Burma．　Jour．

　　　Me㌻．6，393～400．

（2）須田建，朝倉正：1954年梅雨期の北牛球上層
　　　季均天気図の解折（昭和30年2月、気象学会発表）

（3）L．A．Ramadas，1954：Prediction　of　the
　　　date　of　establishment［of　southwest　mons－

　　　qon　alo㎎the　West　Coast　of　India，Indian

　　　Jour．Met．＆（ヌeo．5，4，305～314・

　　　　　　　　　　　　　　　　　（気象研究所）
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